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日本教育学会 近畿地区 研究集会 
「大学入試のあり方を問う――国際比較を通して」 
 
日  時：2018年 5月 12日（土）13時半～16時半（受付 13時） 
 
 場  所：京都大学 本部構内 総合研究２号館 1階 教育学部 第一講義室 
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/access/campus/yoshida/map6r_y/ 
（上記地図 34番の建物、北側 1階。建物には、北側入り口からお入りください。） 
  
アクセス：最寄りのバス停「百万遍」 
       地下鉄今出川駅・京阪出町柳駅より市バス 201番 
       阪急河原町駅より市バス 201番 




講 演 者：次橋 秀樹氏（京都大学大学院教育学研究科・博士後期課程・大学院生） 













司  会：田中耕治（佛教大学）、石井英真（京都大学） 
挨  拶：田中耕治（日本教育学会近畿地区理事／佛教大学教授／京都大学名誉教授） 
 主  催：日本教育学会近畿地区 
（担当： 日本教育学会近畿地区理事・田中耕治［佛教大学］／同・西岡加名恵［京都大学］） 
 後  援：京都大学大学院教育学研究科教育実践コラボレーション・センターE.FORUM 
 
照 会 先：西岡加名恵（nishioka.kanae.2v@kyoto-u.ac.jp） 
 
 備  考：どなたでも自由に参加できます（事前申し込み不要／参加費無料）。 
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2 細尾萌子「フランスのバカロレア試験で問われる学力と高校の教育目標との連続性―地理
の試験問題と教科書の分析を通して―」『教育目標・評価学会紀要』第20号、2010年、pp.29-38。 





















表 1 高校とバカロレア試験のコースの対応5 




















                                                                                                                                                           
in Le Monde de l’éducation, No.282, 2000, p. 44. 
4 細尾萌子『フランスでは学力をどう評価してきたか―教養とコンピテンシーのあいだ―』
ミネルヴァ書房、2017年、pp. 16-21、pp. 60-61. 試験制度の詳細については、次を参照。
細尾萌子「フランスのバカロレア試験における評価観―問題作成と採点に関する議論の歴
史的検討を通じて―」『京都大学大学院教育学研究科紀要』第 56号、2010年、pp. 387-399。 
5 フランスの国民教育省のホームページ
http://www.education.gouv.fr/cid52709/les-enseignements-de-premiere-et%20terminale.










































































































































































































                                                                                                                                                           
音声を聞いてその内容をフランス語で書く試験と、既習の概念について英語で話して教師
と質疑応答する試験（Note de service du 3 octobre 2011, B. O., no. 7, du 6 octobre 2011）。
物理・化学の実技試験は、全国統一の問題バンクの中の問題について、担任教師ではない
教師二名が行う。生徒は、問題の分析、実験方法の考案、実験の実施、仮説と結果の考察
を行う（Note de service du 13 janvier 2014, B. O., no. 4, du 23 janvier 2014）。 
8 Fanny T., «Le baccalauréat 2017. Session de juin», in Note d’information, no. 17.18 du 
juillet 2017. 
9 Note de service du 19 mars 1996, B. O., no.13, du 28 mars 1996. 
 






























2018年 12月 高校の新学習指導要領の告示 
2019年 9月 高校 2年生の新課程の施行。内申点評価の開始。 
                                                     
10 Ministère de l’Éducation nationale, Baccalauréat 2021, le 14 février 2018. Pierre 
Mathiot, Baccalauréat 2021. Rapport remis par Pierre Mathiot. Professeur des 










12 parcoursupのホームページ、https://www.parcoursup.fr/、2018年 5月 2日確認。 
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2020年 6月 高校 2年生のバカロレア新試験の実施 
2020年 9月 高校 3年生の新課程の施行。 
















②最終試験（épreuve terminal）：60％（筆記試験は 4科目） 
・高校 2年生の学年末（6月）に、フランス語の試験（筆記試験と口述試験） 
・高校 3年生の春（4月頃）に、生徒が履修した専門科目 2科目の試験（筆記試験） 
・高校 3 年生の学年末（6 月）に、哲学の筆記試験と、専門科目の口述試験（口述試験は、
2・3 年生の専門科目（一つか二つ）で行った活動の紹介と、質疑応答。試験官は 3 人。試
験時間は 20分。正確なフランス語で表現する力と、既習知識を活用して分析する力を評価） 
 
☜スケジュールは表 2の通り、高 2・高 3は、公的な試験が年に 3回＋内申点評価 
 
表 2 高校普通科の試験スケジュール（発表者作成） 
 
・高校 2年生の 1月と 4月：内申点評価のための共通試験   9～6月：学習記録簿の評価 
・高校 2年生の 6月：フランス語のバカロレア試験 
 
・高校 3年生の 12月：内申点評価のための共通試験    9～6月：学習記録簿の評価 
・高校 3年生の 4月頃：専門科目 2科目のバカロレア試験 












・高校 2年生・3年生の科目は表 3の通り。全員必修の「共通教養の基礎（socle de culture 
commune）」が 7科目、選択必修の専門科目が 2年生は 3科目、3年生は 2科目、進路指導
が必修、選択科目が 2年生は 1科目まで、3年生は 2科目まで。 
 
表 3 高校普通科 2年生・3年生の科目一覧 
 科目名 2年生 3年生 
共通教養
の基礎 
フランス語 4時間  
哲学  4時間 
歴史地理 3時間 3時間 
道徳・公民 30分 30分 
第一・第二外国語 4時間半 4時間 
体育・スポーツ 2時間 2時間 
科学的・デジタル人文学 2時間 2時間 









芸術 4時間 6時間 
歴史地理・地政学・政治学 4時間 6時間 
人文学・文学・哲学 4時間 6時間 
言語・外国文学 4時間 6時間 
数学 4時間 6時間 
デジタル・情報科学 4時間 6時間 
生命地球科学 4時間 6時間 
工学（技術科と関連した時間設定） ・・・ ・・・ 
経済社会科学 4時間 6時間 
物理化学 4時間 6時間 
                           計 12時間 12時間 
進路指導（グループ活動や能力別教育など、学校裁量の活動） 1時間半 1時間半 
選択科目 芸術 / 古代の言語と文化 / 体育・スポーツ / 第三
外国語の中から最大 1科目を選択 
3時間  
上記の科目と、専門数学 / 補充数学 / 法律と現代社
会の重要課題の中から最大 2科目を選択 
 3時間 
                          総計 32時間半 31時間半 
出典：Ministère de l’Éducation nationale, Baccalauréat 2021, le 14 février 2018, p.19. 
                                                     
13 この三つのコースは 1995年から施行されていた（国民教育省のホームページ、












（50年以上未解決：1838年 Salvandy文相、1840年 Cousin文相、1852年 Fortoul文相、
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19 Legrand P., Le bac chez nous et ailleurs, Paris: Hachette Éducation, 1995, pp. 
100-101. 
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